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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　検査対象（６）の微分位相コントラストイメージングのために、少なくとも、疑似コヒ
ーレントＸ線を発生するＸ線放射器（３）と、マトリックスに配置されたピクセル（２２
，２３）を有するＸ線画像検出器（４）と、検査対象（６）とＸ線画像検出器（４）との
間に配置された回折格子または位相格子（１７）とを備えるＸ線撮影システムにおいて、
　Ｘ線画像検出器（４）がｘ個の総ピクセル（２２）からなるマトリックスを備える検出
器層を有し、その検出器層は、総ピクセル（２２）が回折格子または位相格子（１７）の
格子線に対して垂直な分析方向にｙ個のサブピクセル（２３）に区分された構造を持ち、
　それらのサブピクセル（２３）は、読み出し過程において、
ａ）最初の位相ステップでは、ｎ個のサブピクセル（２５）が作用的にグループにまとめ
られ、それらのグループのなかでは１つの総ピクセル（２２）のｍ個のサブピクセル（２
６）が検出されず、
ｂ）後続のＫ－１個の位相ステップでは、サブピクセル（２３）の必要な全ての組合せが
検出されるまで、それぞれ再びｎ個のサブピクセル（２３）がグループにまとめられ、ま
とめられたサブピクセル（２５）がそれぞれｐ個のサブピクセル（２３）の１つのステッ
プ幅だけ分析方向にずらされている
ようにグループごとに制御および読み出しのうち少なくとも一方が可能であることを特徴
とするＸ線撮影システム。
【請求項２】
　疑似コヒーレントＸ線を発生するＸ線放射器（３）が吸収格子（１３）を有することを
特徴とする請求項１記載のＸ線撮影システム。
【請求項３】
　疑似コヒーレントＸ線を発生するＸ線放射器（３）が複数の電界放射型Ｘ線源を有する
ことを特徴とする請求項１記載のＸ線撮影システム。
【請求項４】
　疑似コヒーレントＸ線を発生するＸ線放射器（３）が十分な出力強度の微小焦点Ｘ線源
を有することを特徴とする請求項１記載のＸ線撮影システム。
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【請求項５】
　読み出し過程において、全てのサブピクセル（２３）が独立にただ１回だけ読み出され
、それらのサブピクセル（２３）の出力信号が記憶され、サブピクセル（２３）の出力信
号が複数の位相ステップにおいてグループごとにまとめられ、相前後する位相においてサ
ブピクセル（２３）の出力信号の組合せがそれぞれｐ個のサブピクセル（２３）だけ分析
方向にずらされていることを特徴とする請求項１乃至３の１つに記載のＸ線撮影システム
。
【請求項６】
　読み出し過程において１つの総ピクセル（２２）内の隣接するサブピクセル（２３）が
組み合わされてこれらの信号が読み出され、相前後する位相においてサブピクセル（２３
）の出力信号の組合せがそれぞれｐ個のサブピクセル（２３）だけ分析方向にずらされて
いることを特徴とする請求項１乃至４の１つに記載のＸ線撮影システム。
【請求項７】
　読み出し過程において１つの総ピクセル（２２）おける１つの位相ステップのために活
性化された全てのサブピクセルがまとめられて、当該位相ステップのために必要な当該総
ピクセルの全てのサブピクセルの全信号が読み出されることを特徴とする請求項１乃至４
の１つに記載のＸ線撮影システム。
【請求項８】
　Ｘ線画像検出器（４）が、検出器材料としてのＣｓＩとフォトダイオード構造および読
み出し構造のためのＣＭＯＳとによりＸ線量子の間接変換を行う積分型検出器であること
を特徴とする請求項１乃至６の１つに記載のＸ線撮影システム。
【請求項９】
　Ｘ線画像検出器（４）がＸ線量子の直接変換を行う光子計数型検出器として実現されて
いることを特徴とする請求項１乃至７の１つに記載のＸ線撮影システム。
【請求項１０】
Ｓ１）Ｘ線取得（３７）が実行されるステップ、
Ｓ２）総ピクセル（２２）とサブピクセル（２３）とからなる組合せピクセルの繰り返し
定義（３８）が行われるステップ、
Ｓ３）Ｘ線画像検出器（４）の画像情報の非破壊読み出し（３９）が行われるステップ、
Ｓ４）総ピクセル（２２）とサブピクセル（２３）との必要な全ての組合せが達成された
か否かが第１の質問（４０）において確認されるステップ、
Ｓ５）否定の場合にステップＳ２）に戻り、総ピクセル（２２）とサブピクセル（２３）
とからなる組合せピクセルの新たな繰り返し定義（３８）が行われるステップ、
Ｓ６）肯定の場合に画像処理（４１）が実行されるステップ、
Ｓ７）更に他の画像が必要であるか否かが第２の質問（４２）において決定されるステッ
プ、
Ｓ８）肯定の場合にステップＳ１）に戻り、新たにＸ線取得（３７）が行われるステップ
、
Ｓ９）否定の場合にプロセス終了（４３）を導入してデータ取得が終了するステップ
を含む請求項１乃至８の１つに記載のＸ線撮影システムによる患者のアンギオグラフィ検
査方法。
【請求項１１】
Ｓ１）Ｘ線取得（３７）が実行されるステップ、
Ｓ２）総ピクセル（２２）とサブピクセル（２３）とからなる組合せピクセルの繰り返し
定義（３８）が行われるステップ、
Ｓ３）Ｘ線画像検出器（４）の画像情報の破壊読み出し（４４）が行われるステップ、
Ｓ４）総ピクセル（２２）とサブピクセル（２３）との必要な全ての組合せが達成された
か否かが第１の質問（４０）において確認されるステップ、
Ｓ５）否定の場合にステップＳ１）に戻り、新たにＸ線取得（３７）が行われるステップ
、
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Ｓ６）肯定の場合に画像処理（４１）が実行されるステップ、
Ｓ７）更に他の画像が必要であるか否かが第２の質問（４２）において決定されるステッ
プ、
Ｓ８）肯定の場合にステップＳ１）に戻り、新たにＸ線取得（３７）が行われるステップ
、
Ｓ９）否定の場合にプロセス終了（４３）を導入してデータ取得が終了するステップ
を含む請求項１乃至９の１つに記載のＸ線撮影システムによる患者のアンギオグラフィ検
査方法。
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